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第 1号議案 

平成 28年度 事業計画 
（平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日） 

 
公益社団法人自彊術普及会

事業の内容

公１ 普及促進事業

１．指導講習会の実施(定款第 4条第 1項(1)) 
(1) 多くの人々に自彊術を広めるために、全国 5総支部及び 62支部の指導管理の下、本部直
轄の講習会、公的機関・各種カルチャーセンターの要請による講習会、有資格者主宰の講

習会など、全国各地で約 4,300の教場が常設され、普及活動が実施される。 
(2)  ボランティア活動の実施 
介護施設や身障者施設へのボランティア活動も各支部で積極的に行う。 

 
２．指導者養成及び資格・称号の授与(定款第 4条第 1項(2)) 
「自彊術」を後世に永くかつ正確に継承するために、また安全かつ適切な指導による自彊術体操

の普及を確保するために、その原点である療法と体操を基礎から学ぶ研修会を実施し、その修練

と研鑽による技量に応じて指導者資格を認定授与する。 
(1) 指導者養成特別研修会（指導者資格・称号の授与等に関する規程第 5条） 

① 熱川研修会(全国の各支部の中核となる指導者を目指す人を対象とした研修会を伊豆
熱川で開催する) 
第 97回 平成 28年 4月 8日～10日 

 指導者 師範 2名・準師範 2名・奥伝 3名 
 受講対象者 中伝取得者、中伝を目指す者 計 110名 

第 98回 平成 28年 6月 24日～26日 
 指導者 師範 2名・準師範 2名・奥伝 3名 
 受講対象者 中伝取得者、中伝を目指す者 計 110名 

第 99回 平成 28年 10月 21日～23日 
 指導者 師範 2名・準師範 2名・奥伝 3名 
 受講対象者 中伝取得者、中伝を目指す者 計 110名 

 
② シニア熱川研修会(65 歳以上の、指導者を目指す人を対象とした研修会を伊豆熱川で
開催する) 
第 10回 平成 28年 10月 19日～21日 

 指導者 師範 3名・準師範 2名・奥伝 4名 
 受講対象者 65歳以上の指導者を目指す者 計 120名 
高齢者であって、現場で指導にあたっている人と、これから指導者として活躍したい人

を対象とした研修会を実施する。参加希望者が多く好評である。 
 

  

平成 28年度予算総会 
次 第 

 
  １ 開会の挨拶 

 

  ２ 議決権の確認 

 

  ３ 会長挨拶 

 

  ４ 議長選出 

 

  ５ 議事録署名人選出 

 

  ６ 議事 

    第１号議案 平成 28年度事業計画 

    第２号議案 平成 28年度収支予算書等 

  ・資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類 
 
 

  ７ 閉会の挨拶 
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第 1号議案 

平成 28年度 事業計画 
（平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日） 

 
公益社団法人自彊術普及会

事業の内容

公１ 普及促進事業

１．指導講習会の実施(定款第 4条第 1項(1)) 
(1) 多くの人々に自彊術を広めるために、全国 5総支部及び 62支部の指導管理の下、本部直
轄の講習会、公的機関・各種カルチャーセンターの要請による講習会、有資格者主宰の講

習会など、全国各地で約 4,300の教場が常設され、普及活動が実施される。 
(2)  ボランティア活動の実施 
介護施設や身障者施設へのボランティア活動も各支部で積極的に行う。 

 
２．指導者養成及び資格・称号の授与(定款第 4条第 1項(2)) 
「自彊術」を後世に永くかつ正確に継承するために、また安全かつ適切な指導による自彊術体操

の普及を確保するために、その原点である療法と体操を基礎から学ぶ研修会を実施し、その修練

と研鑽による技量に応じて指導者資格を認定授与する。 
(1) 指導者養成特別研修会（指導者資格・称号の授与等に関する規程第 5条） 

① 熱川研修会(全国の各支部の中核となる指導者を目指す人を対象とした研修会を伊豆
熱川で開催する) 
第 97回 平成 28年 4月 8日～10日 

 指導者 師範 2名・準師範 2名・奥伝 3名 
 受講対象者 中伝取得者、中伝を目指す者 計 110名 

第 98回 平成 28年 6月 24日～26日 
 指導者 師範 2名・準師範 2名・奥伝 3名 
 受講対象者 中伝取得者、中伝を目指す者 計 110名 

第 99回 平成 28年 10月 21日～23日 
 指導者 師範 2名・準師範 2名・奥伝 3名 
 受講対象者 中伝取得者、中伝を目指す者 計 110名 

 
② シニア熱川研修会(65 歳以上の、指導者を目指す人を対象とした研修会を伊豆熱川で
開催する) 
第 10回 平成 28年 10月 19日～21日 

 指導者 師範 3名・準師範 2名・奥伝 4名 
 受講対象者 65歳以上の指導者を目指す者 計 120名 
高齢者であって、現場で指導にあたっている人と、これから指導者として活躍したい人

を対象とした研修会を実施する。参加希望者が多く好評である。 

第１号議案

 

  

平成 28年度予算総会 
次 第 

 
  １ 開会の挨拶 

 

  ２ 議決権の確認 

 

  ３ 会長挨拶 

 

  ４ 議長選出 

 

  ５ 議事録署名人選出 

 

  ６ 議事 

    第１号議案 平成 28年度事業計画 

    第２号議案 平成 28年度収支予算書等 

  ・資金調達及び設備投資の見込みを記載した書類 
 
 

  ７ 閉会の挨拶 
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③ 総支部指導者養成所研修会 
各支部の中核となる指導者養成のために、本部並びに総支部に於いて年 10回を 1ター
ムとする基準をもって実施する。 

総支部名 実施会場 
本部 本部道場 
東北総支部 福島市置賜町 置賜会館 
神奈川県総支部 本部道場 
中部総支部 名古屋市 アイリス愛知 
関西総支部 吹田市 さんくすホール 
九州・中国総支部 福岡市 警固神社 
九州・中国総支部 北九州市 菅原神社 

④ 地方特別研修会 
各支部の中核となる指導者養成のために各支部の要請に応じ、年１回随時実施する。 

実施日程 実施支部 会 場 実施日程 実施支部 会 場

月 日・ 日
春日部・越谷・春日部北

支部合同
本部道場 月 日・ 日 大宮支部 本部道場

月 日・ 日
千葉県・むさし野支部合

同
本部道場 月 日・ 日

九州・中国総支部合同 
警固神社

月 日・ 日 名古屋中支部 アイリス愛知 月 日・ 日
神奈川県総支部合同 

本部道場

月 日・ 日 豊橋支部
ロワジールホテル豊

橋
月 日・ 日 静岡県支部

静岡県総合研修所

もくせい会館

月 日・ 日 立川・甲府支部合同
ブリジストン奥多摩

園
月 日・ 日 名古屋東・豊川支合同部 豊川市民プラザ

月 日・ 日 大阪府支部
パナソニックリゾー

ト大阪
月 日・ 日

埼玉地域合同 
（川越・熊谷・所沢・東松山）

本部道場

月 日・ 月 日 千葉県成田支部 本部道場 月 日・ 日 富士北麓支部
三ツ峠グリーンセ

ンター

月 日・ 日
東北総支部合同 

摺上亭・大鳥 月 日・ 日 名古屋支部 アイリス愛知

月 日・ 日
東京地域合同 
（新宿朝日・千代田・練馬・板橋）

本部道場 月 日・ 日 京都府・奈良県支部合同
京都東寺内洛南会

館

月 日・ 日
千葉県稲毛・千葉県流

山・大宮南支部合同
本部道場 月 日・ 日 千葉県柏支部 本部道場

月 日・ 日 札幌支部 全日空ホテル 月 日・ 日 小平支部 本部道場

月 日・ 日 兵庫県支部 須磨シーパル 月 日・ 日 沖縄支部
ユインチホテル南

城

月 日・ 日
立川朝日・春日部南支部

合同
本部道場

月 日・ 日 東京北支部 本部道場

月 日・ 日
滋賀県・京都洛中支部合

同

御所西 京都平安ホ

テル

 
 

(2) 上級指導者研修会（指導者資格・称号の授与等に関する規程第 6条） 
奥伝資格以上の指導者を対象とし、その指導技術、徳育(自彊術の精神)の更なる涵養を図り、 
後進指導者に対する養成力を培うと同時に、自彊術体操を日本の一文化として後世に伝承す

る気概を持つ人材を養成することを目的とする。  
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③ 総支部指導者養成所研修会 
各支部の中核となる指導者養成のために、本部並びに総支部に於いて年 10回を 1ター
ムとする基準をもって実施する。 

総支部名 実施会場 
本部 本部道場 
東北総支部 福島市置賜町 置賜会館 
神奈川県総支部 本部道場 
中部総支部 名古屋市 アイリス愛知 
関西総支部 吹田市 さんくすホール 
九州・中国総支部 福岡市 警固神社 
九州・中国総支部 北九州市 菅原神社 

④ 地方特別研修会 
各支部の中核となる指導者養成のために各支部の要請に応じ、年１回随時実施する。 

実施日程 実施支部 会 場 実施日程 実施支部 会 場

月 日・ 日
春日部・越谷・春日部北

支部合同
本部道場 月 日・ 日 大宮支部 本部道場

月 日・ 日
千葉県・むさし野支部合

同
本部道場 月 日・ 日

九州・中国総支部合同 
警固神社

月 日・ 日 名古屋中支部 アイリス愛知 月 日・ 日
神奈川県総支部合同 

本部道場

月 日・ 日 豊橋支部
ロワジールホテル豊

橋
月 日・ 日 静岡県支部

静岡県総合研修所

もくせい会館

月 日・ 日 立川・甲府支部合同
ブリジストン奥多摩

園
月 日・ 日 名古屋東・豊川支合同部 豊川市民プラザ

月 日・ 日 大阪府支部
パナソニックリゾー

ト大阪
月 日・ 日

埼玉地域合同 
（川越・熊谷・所沢・東松山）

本部道場

月 日・ 月 日 千葉県成田支部 本部道場 月 日・ 日 富士北麓支部
三ツ峠グリーンセ

ンター

月 日・ 日
東北総支部合同 

摺上亭・大鳥 月 日・ 日 名古屋支部 アイリス愛知

月 日・ 日
東京地域合同 
（新宿朝日・千代田・練馬・板橋）

本部道場 月 日・ 日 京都府・奈良県支部合同
京都東寺内洛南会

館

月 日・ 日
千葉県稲毛・千葉県流

山・大宮南支部合同
本部道場 月 日・ 日 千葉県柏支部 本部道場

月 日・ 日 札幌支部 全日空ホテル 月 日・ 日 小平支部 本部道場

月 日・ 日 兵庫県支部 須磨シーパル 月 日・ 日 沖縄支部
ユインチホテル南

城

月 日・ 日
立川朝日・春日部南支部

合同
本部道場

月 日・ 日 東京北支部 本部道場

月 日・ 日
滋賀県・京都洛中支部合

同

御所西 京都平安ホ

テル

 
 

(2) 上級指導者研修会（指導者資格・称号の授与等に関する規程第 6条） 
奥伝資格以上の指導者を対象とし、その指導技術、徳育(自彊術の精神)の更なる涵養を図り、 
後進指導者に対する養成力を培うと同時に、自彊術体操を日本の一文化として後世に伝承す

る気概を持つ人材を養成することを目的とする。  
 

 
① 準師範等研修会(体操・療法についての技術、指導上の要点の確認及びその統一を主眼 
に置く研修をする。) 

未定：平成 28 年 11 月 27 日～29 日 
② 奥伝研修会 

(i)選抜奥伝研修会(将来、指導者養成特別研修会講師となる者を養成することを目的とし、 
その候補者約 30 名は本部が選出する。) 
本部道場：平成 28 年 4 月 12 日、8 月 2 日、10 月 18 日、平成 29 年 1 月 17 日 
(ii)奥伝会(広く奥伝資格者を対象とする。) 
未定：平成 28 年 11 月 27 日～29 日 

③ 支部長研修会 
  本部道場：平成 28 年 4 月 12 日、8 月 2 日、10 月 18 日、平成 29 年 1 月 17 日 

 
(3) 資格・称号の授与 （定款第４条第 1 項（2）） 

初伝 4 月･7 月･10 月･平成 29 年 1 月 
中伝 8 月 
奥伝 6 月  
 

(4)「自彊術介護予防指導員」資格取得特別講座の実施 
介護の分野における自彊術の活用を企図し、平成 27 年度に介護福祉士養成施設校(名 

古屋経営短期大学)において、介護福祉士志望の学生等を対象に特別講座を開講したが、 
平成 28 年度も講座実施に協力し資格を授与する。 

 

公２ 普及啓発事業

１．自彊術に関する調査研究 定款第 条第 項

自彊術体操実践者に対し、各種アンケート及び体力測定などの追跡調査を実施することにより

体調改善状況、医療機関受診状況の変化等を把握し、自彊術体操の特長を明らかにすると同時に、

その公表を通して自彊術の優秀性・合理性を普及啓発することにより実践への契機として社会に

貢献することを目的とする。 

２．自彊術に関する刊行物等の発行(定款第 4 条第 1 項(3))  
① 機関紙『自彊の友』の発行 
毎月、近藤医学博士による「自彊術」の医学的根拠・効能に関する講義、受講者達の体験談、

普及活動の現状、免状取得者の氏名、事業計画の伝達等を掲載して自彊術体操の優秀性・合

理性を社会に啓発することを目的とする。 
② リーフレットの配布 
リーフレットには、「自彊術」の歴史と効能・地域ごとの開催場所や主宰者名が記載されて

いる。普及活動が活発になるにつれて配布量は、増加傾向にある。 
 
 

 

 
① 準師範等研修会(体操・療法についての技術、指導上の要点の確認及びその統一を主眼 
に置く研修をする。) 
未定：平成 28 年 11 月 27 日～29 日 

② 奥伝研修会 
(i)選抜奥伝研修会(将来、指導者養成特別研修会講師となる者を養成することを目的とし、 
その候補者約 30 名は本部が選出する。) 
本部道場：平成 28 年 4 月 12 日、8 月 2 日、10 月 18 日、平成 29 年 1 月 17 日 
(ii)奥伝会(広く奥伝資格者を対象とする。) 
未定：平成 28 年 11 月 27 日～29 日 

③ 支部長研修会 
  本部道場：平成 28 年 4 月 12 日、8 月 2 日、10 月 18 日、平成 29 年 1 月 17 日 

 
(3) 資格・称号の授与 （定款第４条第 1 項（2）） 

初伝 4 月･7 月･10 月･平成 29 年 1 月 
中伝 8 月 
奥伝 6 月  
 

(4)「自彊術介護予防指導員」資格取得特別講座の実施 
介護の分野における自彊術の活用を企図し、平成 27 年度に介護福祉士養成施設校(名 

古屋経営短期大学)において、介護福祉士志望の学生等を対象に特別講座を開講したが、 
平成 28 年度も講座実施に協力し資格を授与する。 

 

公２ 普及啓発事業

１．自彊術に関する調査研究 定款第 条第 項

自彊術体操実践者に対し、各種アンケート及び体力測定などの追跡調査を実施することにより

体調改善状況、医療機関受診状況の変化等を把握し、自彊術体操の特長を明らかにすると同時に、

その公表を通して自彊術の優秀性・合理性を普及啓発することにより実践への契機として社会に

貢献することを目的とする。 

２．自彊術に関する刊行物等の発行(定款第 4 条第 1 項(3))  
① 機関紙『自彊の友』の発行 
毎月、近藤医学博士による「自彊術」の医学的根拠・効能に関する講義、受講者達の体験談、

普及活動の現状、免状取得者の氏名、事業計画の伝達等を掲載して自彊術体操の優秀性・合

理性を社会に啓発することを目的とする。 
② リーフレットの配布 
リーフレットには、「自彊術」の歴史と効能・地域ごとの開催場所や主宰者名が記載されて

いる。普及活動が活発になるにつれて配布量は、増加傾向にある。 
 
 

 

 
① 準師範等研修会(体操・療法についての技術、指導上の要点の確認及びその統一を主眼 
に置く研修をする。) 
未定：平成 28 年 11 月 27 日～29 日 

② 奥伝研修会 
(i)選抜奥伝研修会(将来、指導者養成特別研修会講師となる者を養成することを目的とし、 
その候補者約 30 名は本部が選出する。) 
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(3) 資格・称号の授与 （定款第４条第 1 項（2）） 

初伝 4 月･7 月･10 月･平成 29 年 1 月 
中伝 8 月 
奥伝 6 月  
 

(4)「自彊術介護予防指導員」資格取得特別講座の実施 
介護の分野における自彊術の活用を企図し、平成 27 年度に介護福祉士養成施設校(名 

古屋経営短期大学)において、介護福祉士志望の学生等を対象に特別講座を開講したが、 
平成 28 年度も講座実施に協力し資格を授与する。 

 

公２ 普及啓発事業

１．自彊術に関する調査研究 定款第 条第 項

自彊術体操実践者に対し、各種アンケート及び体力測定などの追跡調査を実施することにより

体調改善状況、医療機関受診状況の変化等を把握し、自彊術体操の特長を明らかにすると同時に、

その公表を通して自彊術の優秀性・合理性を普及啓発することにより実践への契機として社会に

貢献することを目的とする。 

２．自彊術に関する刊行物等の発行(定款第 4 条第 1 項(3))  
① 機関紙『自彊の友』の発行 
毎月、近藤医学博士による「自彊術」の医学的根拠・効能に関する講義、受講者達の体験談、

普及活動の現状、免状取得者の氏名、事業計画の伝達等を掲載して自彊術体操の優秀性・合

理性を社会に啓発することを目的とする。 
② リーフレットの配布 
リーフレットには、「自彊術」の歴史と効能・地域ごとの開催場所や主宰者名が記載されて

いる。普及活動が活発になるにつれて配布量は、増加傾向にある。 
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③ 「自彊術の栞」配布 
栞には、「カリキュラム」、「自彊術の心得」とともに、(公社)自彊術普及会への入会に必要
な事項が記載されている。会員の増加に伴い本年も増刷の必要がある。 

 
３． による情報の公開(定款第 4条第 1項(3)) 
公益法人に要求される情報公開への対応及び社会への普及啓発のために、更なる充実を図り、 

  本会に対する社会的信頼の形成に尽力する必要がある。 
 
４．公開講演会の実施(定款第 4条第 1項(4)) 
一般への普及啓発と会員の啓発を目的として、6月に講演会を実施する。 
 

  ５．周年記念行事の実施(定款第 4条第 1項(4)) 
 

周年 福島支部・大宮支部

周年 豊橋支部・石川県支部

周年 川越支部・熊谷支部・大岡支部

兵庫県支部・大阪府支部・京都府支部

周年 湘南支部・静岡葵支部・大阪東支部・南九州支部

６．海外文化交流の実施(定款第 4条第 1項(4)) 
 
(1) 台湾台北教室での文化交流 

  台北教室での活動も軌道に乗り始めたように思える。その活動を支援する普及啓発事業の 
一環として、本年が自彊術生誕 100年に当ることから、台北での交流祭を日本人学校で 
実施するため、理事、指導者を派遣する 

 
７．近藤芳朗記念館における展示(定款第 4条第 1項(3)) 

自彊術体操の誕生・発展・衰退、そしてその復興の歴史に関する資料の収集と展示を通じて、 
自彊術の技術的・精神的優秀性を啓発することを目的とする。 
・事務局就業時間中、一般の方も常時見学出来る。(要予約) 
・入館料は無料。 

 
 

その他

１．会議(定款第３章以下および４章以下) 
⑴ 総 会 決算総会 平成 28年 6月 15日 

予算総会 平成 29年 3月 
 

 

 
⑵ 理事会 決算理事会 平成 28年 5月 

予算理事会 平成 29年 2月 
⑶ 各支部主催教室長会議 随時開催 
各支部内のさまざまな問題の検討・調整・決定を行う。 

 
２．自彊術生誕 100年祭の実施 

平成 28年(2016)、自彊術は、大正 5年(1916)の誕生から数えて丁度 100年目にあたり、 
これからの 100年への第一歩とするため、全国各支部において誕生 100年を祝う集いを実 
施する。 

 
＜付 記＞ 
前会長医学博士近藤芳朗が法人設立の精神の一つとして「各人の能力に応じた、医学的解析を経た

適切な運動を実施することが、究極の予防医学の大きな柱となり、健康で豊かな一生・豊かな社会

の実現に資することになる」と常々説いていたことを忘れてはならない。この精神を踏まえ、広く

社会に貢献する自彊術会員の自覚をもって、平成 28年度の事業計画を全会員が協力して推進した
いものと考える。 
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0
0

0
2
6
,7

3
5
,0

0
0

2
6
,7

3
5
,0

0
0

百
 年

 祭
 事

 業
 費

0
3
1
,4

1
5
,0

0
0

0
3
1
,4

1
5
,0

0
0

3
1
,4

1
5
,0

0
0

雑
 費

7
7
1
,0

0
0

1
9
6
,0

0
0

0
9
6
7
,0

0
0

9
6
7
,0

0
0

②
管

 理
 費

4
8
,1

3
0
,0

0
0

4
8
,1

3
0
,0

0
0

役
 員

 報
 酬

9
,8

3
3
,0

0
0

9
,8

3
3
,0

0
0

給
 料

 手
 当

7
,6

2
9
,0

0
0

7
,6

2
9
,0

0
0

役
員

退
職

慰
労

金
繰

入
額

 
9
6
5
,0

0
0

9
6
5
,0

0
0

職
員

退
職

引
当

金
繰

入
額

7
3
,0

0
0

7
3
,0

0
0

法
 定

 福
 利

 費
1
,5

0
4
,0

0
0

1
,5

0
4
,0

0
0

福
 利

 厚
 生

 費
3
6
8
,0

0
0

3
6
8
,0

0
0

会
 議

 費
9
,3

0
6
,0

0
0

9
,3

0
6
,0

0
0

会
 場

 費
1
,3

8
8
,0

0
0

1
,3

8
8
,0

0
0

旅
 費

 交
 通

 費
1
,2

2
7
,0

0
0

1
,2

2
7
,0

0
0

通
 勤

 費
9
1
3
,0

0
0

9
1
3
,0

0
0

通
 信

 運
 搬

 費
9
9
3
,0

0
0

9
9
3
,0

0
0

減
 価

 償
 却

 費
1
,6

7
2
,0

0
0

1
,6

7
2
,0

0
0

什
 器

 備
 品

 費
1
,0

0
0
,0

0
0

1
,0

0
0
,0

0
0

消
 耗

 品
 費

1
,4

7
7
,0

0
0

1
,4

7
7
,0

0
0

修
 繕

 費
5
4
,0

0
0

5
4
,0

0
0

印
 刷

 製
 本

 費
2
8
1
,0

0
0

2
8
1
,0

0
0

渉
 外

 費
6
3
6
,0

0
0

6
3
6
,0

0
0

光
 熱

 水
 料

 費
5
5
3
,0

0
0

5
5
3
,0

0
0
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公
　

１
普

及
促

進
事

業
公

　
２

普
及

啓
発

事
業

共
通

小
計

公
益

目
的

事
業

会
計

法
人

会
計

内
部

取
引

消
去

合
計

リ
 ー

 ス
 料

2
8
7
,0

0
0

2
8
7
,0

0
0

保
 険

 料
2
8
,0

0
0

2
8
,0

0
0

租
 税

 公
 課

4
,4

6
1
,0

0
0

4
,4

6
1
,0

0
0

支
 払

 寄
 付

 金
2
4
,0

0
0

2
4
,0

0
0

支
 払

 手
 数

 料
1
1
5
,0

0
0

1
1
5
,0

0
0

委
 託

 費
2
,6

5
2
,0

0
0

2
,6

5
2
,0

0
0

雑
 費

6
9
1
,0

0
0

6
9
1
,0

0
0

1
5
0
,1

8
6
,0

0
0

9
1
,1

4
2
,0

0
0

0
2
4
1
,3

2
8
,0

0
0

4
8
,1

3
0
,0

0
0

2
8
9
,4

5
8
,0

0
0

-
4
7
,0

2
9
,0

0
0

-
9
1
,1

4
2
,0

0
0

8
8
,7

5
7
,0

0
0

-
4
9
,4

1
4
,0

0
0

4
9
,6

3
3
,0

0
0

2
1
9
,0

0
0

評
価

損
益

等
計

0
0

0
0

0
0

当
期

経
常

増
減

額
-
4
7
,0

2
9
,0

0
0

-
9
1
,1

4
2
,0

0
0

8
8
,7

5
7
,0

0
0

-
4
9
,4

1
4
,0

0
0

4
9
,6

3
3
,0

0
0

2
1
9
,0

0
0

２
（
１

）
経

常
外

収
益

計
0

0
（
２

）
経

常
外

費
用

計
0

0
当

期
経

常
外

増
減

額
0

0
0

0
0

0
他

会
計

振
替

額
0

0
4
9
,4

1
4
,0

0
0

4
9
,4

1
4
,0

0
0

-
4
9
,4

1
4
,0

0
0

0
当

期
一

般
正

味
財

産
増

減
額

-
4
7
,0

2
9
,0

0
0

-
9
1
,1

4
2
,0

0
0

1
3
8
,1

7
1
,0

0
0

0
2
1
9
,0

0
0

2
1
9
,0

0
0

当
期

一
般

正
味

財
産

期
首

残
高

5
0
9
,3

7
5
,6

1
7

2
4
1
,4

2
6
,3

2
6

7
5
0
,8

0
1
,9

4
3

当
期

一
般

正
味

財
産

期
末

残
高

5
0
9
,3

7
5
,6

1
7

2
4
1
,6

4
5
,3

2
6

7
5
1
,0

2
0
,9

4
3

Ⅱ
．

指
定

正
味

財
産

増
減

の
部

　
　

　
一

般
正

味
財

産
へ

の
振

替
額

一
般

正
味

財
産

へ
の

振
替

額
0

0
0

当
期

指
定

正
味

財
産

増
減

額
0

0
0

指
定

正
味

財
産

期
首

残
高

3
0
,0

0
0
,0

0
0

0
3
0
,0

0
0
,0

0
0

指
定

正
味

財
産

期
末

残
高

3
0
,0

0
0
,0

0
0

0
3
0
,0

0
0
,0

0
0

Ⅲ
．

5
3
9
,3

7
5
,6

1
7

2
4
1
,6

4
5
,3

2
6

7
8
1
,0

2
0
,9

4
3

評
価

損
益

等
調

整
前

当
期

経
常

増
減

額

経
常

外
増

減
の

部
経

常
外

収
益

経
常

外
費

用

正
味

財
産

期
末

残
高

経
常

費
用

計
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自　平成28年　4月  1日 Ａ００４７４１

至　平成29年  3月31日 公益社団法人　自彊術普及会

（１） 資金調達の見込みについて

当期中における借入れの予定の有無の記載、

借入れ予定がある場合はその借入先、金額、使途等

　　　　□　　有り　　　　　　R　　無し

借 入 先

（２） 設備投資の見込みについて

当期中における重要な設備投資（除却又は売却を含む。）の予定の有無の記載、

設備投資の予定がある場合にはその内容等

　　　　□　　有り　　　　　　R　　無し   ☑　　無し　　

設備投資の内容

公　２
普及啓発事業

法人コード

法人名

資金調達及び設備投資の見込みについて

事業番号
支出又は収入の予定額
　　　　　　　　（単位：円）

資金調達の方法又は
取得資金の使途

公　１
普及促進事業

公　２
普及啓発事業

設備投資の予定　　　　　　：

金　額 使　途

事業年度

公　１
普及促進事業

借入先の予定　　　　　　　：

事業番号
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